
改正化審法における優先評価化学物質の指定とリスク評価の現状
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今後も引き続きスクリーニング評価／リスク評価を実施
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○改正化審法において、スクリーニング評価により指定された優先評価化学物質について、
製造・輸入数量の届出情報等を踏まえ、リスク評価を実施している。


